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㸯Ｊ㸮３ 

日ᖖ生活ရの〇ရ㛤発コンセプトにおける 

イノ࣋ーࣙࢩンのኻᩋとᡂຌの法๎ 

 

 
 （ᒸ㔝 ᗣᘯ㸪高山 ㄔ㸦新₲大学ۑ

 

 
 

㸯.はじめに 

 

上ᕷされた新〇ရの㐠には法๎性があるよ

うに見える。ᡓ␎をᕷ場と➇合相手との相関ಀ

における業の㐺ษな࣏ジࢽࣙࢩングを㑅ᢥす

ることと定⩏するなら[4]ࡤ、᪤にᕷ場࢙ࢩアでඃ

を⋓得している業と、ᕷ場の新つ参ධ業

では㑅ᢥするᡓ␎が異なるきである。 

また㺂クリステンセンはኚ化の⃭しい業⏺にお

いて、しࡤしࡤ௨๓の〇ရよりᑠさく、༢純で౽

なものが◚ቯ的ᢏ⾡としてⓏ場し、新しいバリ

ࣗー㺃ネットワークで用される事ᐇを明らかに

した[7]。しかし㺂◚ቯ的ᢏ⾡はᕷ場の新つ参ධを

ᚲずしも⣙᮰するとは㝈らないし、新つ参ධでき

た場合でもᕷ場࢙ࢩアඃ業にᩋする場合

もある。ᕷ場の新つ参ධをᡂຌさせる要因は他

にもある様である。 

高山(2010)は、バイ࢜⏘業、ࢼノテク⏘業ཬࡧ

ICT といったࣁイテク⏘業において、新ᢏ⾡がᛂ

用されて全く新しい新〇ရ・新ࣅジネスが新ᕷ場

を造するような新ᕷ場造ᆺのイノ࣋ーࣙࢩ

ンが㉳こる場合、ᕷ場࢙ࢩアඃの࣓ジャー業

のᡂຌとኻᩋは㐠的にỴ定されていることを

明らかにした。[1][2]ᕷ場での新〇ရ㛤発のᡂྰを

Ỵめるのは、業の主要〇ရが新〇ရに対して┤

᥋➇合するか、間᥋➇合するかという「➇合的ᕷ

場ᆅ」である。ᕷ場࢙ࢩアඃにある࣓ジャー

業は、᪤Ꮡ〇ရと┤᥋➇合するၟရ㛤発にᙉく、

᪤Ꮡ〇ရはより性能や機能にඃれた新〇ရに⨨

される。一方で、ᕷ場のᕷ場参ධ業が、᪤

Ꮡ〇ရに対して間᥋➇合する新〇ရを上ᕷする

場合には、࣓ジャー業のᢠを受けずに新ᕷ場

を造することができる。 

とりࢃけ➇தの⃭しい market-inの時代、さら

には新しい㢳ᐈ価್造の時代を㏄えている現

代においては、日ᖖ生活ရのၟရ㛤発においても

新つにᕷ場参ධしてイノ࣋ーࣙࢩンをᡂຌさせ

るၟရ㛤発コンセプトとして、᪤Ꮡ〇ရに対して

間᥋➇合するᡓ␎をとることが重要であると考

えられる。      

本研究では、日ᖖ生活ရにおいてもᕷ場の新

つ参ධ業やᕷ場࢙ࢩアຎにある業におい

ては、᪤Ꮡ〇ရのもつ属性㸦ࢃれ方）や〇ရス

トーリー㸦特定の㢳ᐈがもつ⊂自の価್）のኚ᭦

といった間᥋➇合するᡓ␎をとることで、ᕷ場ࢩ

アඃ業がその新つのᕷ場性を↓どする間࢙

に新ᕷ場を造し〇ရ㛤発にᡂຌした事につ

いて᳨ウした。一方で、ᕷ場࢙ࢩアඃを築いて

いる業は᪤Ꮡᕷ場の分析に㛗けており、機能や

性能向上といったᢏ⾡ᘏ㛗による┤᥋➇合にᙉ

い事ᐇについても事から᳨ウした。 

 

㸰.事の集 

 

 日ᖖ生活ရの〇ရ㛤発コンセプトと、そこから

上ᕷされた新〇ရのᕷ場評価を᳨ウするにあた

っては、『日⤒ࣄットၟရ␒ 1971Ѝ2010』㸦日

本⤒῭新聞出∧社）から事を集した。㸦㸨1） 

 

㸱.ᕷ場࢙ࢩアඃ業のၟရ㛤発ᡂຌ 

 

࠙トップࢼノックス㸦ライ࢜ンࠚ）  

 2010年1᭶に㈍されたᚑ来の༙分㔞でࢼノ࣓

ートルレ࣋ルまでởれをⴠとし、すすぎは 1ᅇで

十分であることをッồしたᾮయὙである。発

⩣᭶には、㉎ධ意向が 1にランキングされて

いる。(*2) 

（ࠚントリーࢧリー㸦ࣇール࢜࠙  

 いࢃゆるノンアルコールࣅールではୡ⏺でึ

めて、アルコール、カロリー、⢾㉁を 0 にした。

ࢩけΎᾴ㣧料Ỉではトップࢃントリーは、とりࢧ

ール㔊造のᢏ⾡と相まってᚑ来ࣅ、アを誇るが࢙

のノンアルコールࣅール〇造ᢏ⾡をᘏ㛗して、発

ึ年の 2010 年に年のぞ者ၟရである「キリ

ンࣇリー」から主ຊၟရのᗙをዣった。ノンアル

コールであるため㓇⛯法のつไは受けないが、㔊

造を手けている࣓ーカー௨外の㣗ရ業の参

ධは↓かった。 

 

 これら࢙ࢩアඃ業の〇ရ㛤発コンセプト
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 これら࢙ࢩアඃ業の〇ရ㛤発コンセプト

にඹ通しているのはᚑ来のコアᢏ⾡を活かした

機能や性能のᘏ㛗である。 

 同様に、機能や性能のᘏ㛗による᪤Ꮡၟရとの

┤᥋➇合でしたとして、「⇕いままᛴっと

▐෭㸦෭蔵ᗜ、୕⳻㟁機）」、「デジタル一║レ

ー、ᯇୗ）」、「㤶りがつづくࢽࢯ、㸦デジカ࣓ࣇ

トップ㸦Ὑ℆石㮯、ライ࢜ン）」、「パルック࣎ー

ルプレ࣑ア࣒㸦▐時に明るくなる⺯ගⅉ、パࢯࢼ
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㸲.新つ参ධ業のၟရ㛤発ᡂຌ 

 

 ᕷ場の新つ参ධ業の新ၟရ㛤発ᡂຌを 

Table 1 に♧した。 

 

Table 1 新つᕷ場参ධ業の新ၟရ㛤発ᡂຌ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いずれも〇ရ㛤発コンセプトにඹ通するのは、

᪤Ꮡ〇ရに対する間᥋➇合による新ᕷ場造で

ある。 

（ࠚックࢽࢯࢼ㸦パࢶケットドル࣏࠙  

 パࢽࢯࢼックが 2010 年に上ᕷした㟁動ṑࣈラ

、ᕷ場はࢩラࣈである。㟁動ṑ（ࢩラࣈ㸦㡢Ἴṑࢩ

2009 年までは࣒࢜ロンを中心とするᅜ内㈍ྎ

ᩘ 220ྎのᕷ場つᶍであった。࣏ケットドルࢶ

はそれまでのࣈラࢩ動ᩘ等の機能向上での➇

தが主流だった㟁動ṑࣈラࢩのᴫ念を一ᤲし、OL

を࣓インࣘーザーに⤠り͆ランチ࣑࢞ࣁキ͇をၟ

ရイ࣓ージにカラࣇルなᑠᆺコス࣓タイプ仕様

で、ཱྀ⣚などと一⥴に持ࡕṌけることを≺ったၟ

ရである。4᭶に㈍を㛤始し、10᭶には上 100

ྎを✺◚する大ࣄットၟရとなった。そのᚋ、

としての性能はさࢩラࣈロン〇ရも㟁動ṑ࣒࢜

らに向上しているが、࣏ケットドルࢶにᕷ場࢙ࢩ

アはዣࢃれたままである。このࣄットၟရは、新

しい㢳ᐈのᕷ場を造した結果、㟁動ṑࣈラࢩ全

యのᕷ場つᶍを大きくᣑ大した。Table 2 に♧す

2010 年௨㝆のᕷ場つᶍのఙࡧは࣏ケットドルࢶ

によるところが大きい。 

 

Table 2 㟁動ṑࣈラࢩᕷ場つᶍ 

 

 

 

 

࠙㣗るラーἜࠚ 

 SBの⊂ቭ場であったラーἜᕷ場で、᱈ᒇという 

全くの࣐イࢼー業のྡを知らしめることとな

ったၟရである。それまでの͆ラーἜ㸻調料͇

という〇ရ㛤発コンセプトを、ලධりの͆ おかず͇

にኚえることで新しいᕷ場を造した。2009年の

8᭶に上ᕷされ、最┒ᮇは SBを㏣いᢤきᕷ場࢙ࢩ

アの 60㸣を⋓得するに⮳った。ణし、この〇ရの

イノ࣋ーࣙࢩンは可ど性が高かったためにᶍೌ

され、SBも㐜れること 8ࣨ᭶で㢮ఝのၟရを出す

に⮳る。現ᅾ ୧者の㣗るラーἜࢩリーࢬのࢩ

アはᣕᢠしているが、SB࢙ は同じ内容㔞 110g で

70安い࢜ープン価᱁である330の㈍をవ

なくされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 㤳㒔ᅪコンࢽࣅでの⥳Ⲕ系㣧料上᥎⛣ 

 㸦出ᡤ㸸NEEDS 2004） 

 

（ࠚ⋥ア⥳Ⲕ㸦ⰼࢩル࣊࠙  

 ⥳Ⲕ本来のႚⲔというၟရコンセプトをయ⬡

䝠䝑トၟရ メー䜹ー シ䜵䜰、ໃ力ᅗのኚ化 ၟရの≉性
䛆2009ᖺ度まで䛇
　䡱䢍䢗䢙を୰心と䛩る㟁ືṑ䢈䢚䢓䡸

「䢊䢛䡵䡫䢀䢀䢚䢕䡾」 　ᅜෆᕷ場（㈍ྎ数220ྎ） 䢓䢙䡽䢆䢌䡲䢚䡳の䡹䡹䢎
（㟁ືṑ䢈䢚䢓䡸） 䢆䢛䢁䡻䢂䡫䡴 䛆2010ᖺ㻌4᭶䛇 䡶䡹䢎のᵝに持ちṌく
（2010ᖺ␒） 　「䢊䢛䡵䡫䢀䢀䢚䢕䡾」Ⓨ㻌150ྎ㉸ （新たな䡹䢀䡬䢔䡬）

　の㈍実⦼（㻓10ᖺ度）
䛆2011ᖺ度䛇
　「䢊䢛䡵䡫䢀䢀䢚䢕䡾」400ྎ㈍ண 
䛆2009ᖺ㻌8᭶䛇

食べる䢓䡬Ἔ ᱈ᒇ 　᱈ᒇ䇾食べる䢓䡬Ἔ䇿Ⓨ 調ᩱ㻌䊻㻌おか䛪
（2010ᖺ␒） 　㻓09ᖺ度ᮎには、䢓䡬Ἔ上䡸䡦䡭 （新たな䡹䢀䡬䢔䡬）

　༑数㻑㻌䊻㻌60㻑に
䢌䢄䢓䢕䡯䡧䡬䡼䡬䢎䡬䡲䡬䡸䡦䡭
䛆2007ᖺ∧㻌᪥⤒ᕷ場༨有率䛇
　1位　䡷䢙䢀䢔䡬㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌　22.4㻑

「い・䜝・は・䛩」 　2位　䡳䢔䢙䢇䢚䢆䢚䢖䡫䡸䢚㻌15.5㻑 環境䜈の㓄៖
（2009ᖺ␒） ᪥ᮏ䡶䡲䡡䡶䡬䢓 　3位　᪥ᮏ䡶䡲䡡䡶䡬䢓　12.9㻑 ⤠れる䢊䢚䢀䢕

「い・䜝・は・䛩」にお䛡る䡸䡦䡭 （新たな䡹䢀䡬䢔䡬）
䛆2010ᖺ下༙ᮇ㻌䢉䢛䡫䢀䢊䢚䢀䢕ኳ然Ỉ䛇
　㈍金㢠䡸䡦䡭　28.4㻑（1位）
　㈍㔞䡸䡦䡭　㻌　20.6㻑（2位）
㤳㒔ᅪ䡶䢙䢇䢚䢂上（༓䠋༓人）
䛆2003ᖺ1᭶䛇
　1位　ఀ⸨ᅬ「おーい㻌おⲔ」　3.0
䛆2003ᖺ㻌8᭶䛇 ႚⲔ㻌䊻㻌健康

「䢉䢕䡸䡭⥳Ⲕ」 ⰼ⋤ 　1位　ⰼ⋤「䢉䢕䡸䡭⥳Ⲕ」　　㻌　5.0 య⬡⫫ᑐ⟇の䢀䡴䢊
（2003ᖺ㻌␒） 　2位　ఀ⸨ᅬ「おーい㻌おⲔ」　2.4 （新たな䡹䢀䡬䢔䡬）

䛆2004ᖺ㻌3᭶䛇
　1位　ⰼ⋤「䢉䢕䡸䡭⥳Ⲕ」㻌㻌㻌㻌㻌　5.0
　2位　ఀ⸨ᅬ「おーい㻌おⲔ」　2.4
　3位　䡷䢙䢀䢔䡬「ఀྑ⾨㛛」㻌㻌㻌㻌　1.0
䛆㼀㻻㻹㻿㻙㻼㻻㻿㻌䢒䡬䡴䢚䢕䢀ᕷ場䡸䡦䡭
2002ᖺ金㢠䢉䢚䡬䡹㻌上位10位ᑐ㇟䛇

「䢓䢈䢚䢖」 　1位　᫂ஙᴗ　30.8㻑 ື物⭠⟶定着
（2006ᖺ　␒） 䡲䡶䢚䢎 　2位　᳃Ọஙᴗ　㻌㻌7.4㻑 ங㓟⳦　䊻

　3位　㞷༳ஙᴗ　　5.3㻑 ᳜物性ங㓟⳦
䛆2007ᖺ1᭶　᪥⤒䡿䢖䡶䢙21㻼㻻㻿䛇
ங㓟⳦㣧ᩱで「䢓䢈䢚䢖」29㻑のシ䜵䜰

ᖺ度 2008 2009 2010 2011 2012
⥲㟂せ（ྎ） 220 220 410 400 400
㻌（出ᡤ䠖䜸䝮䝻ン᥎ィ）

  ア⥳Ⲕ 350mlࢩル࣊⋥ⰼ ە
  ット 345ml࣍伊⸨ᅬおーいおⲔ ە
  伊⸨ᅬおーいおⲔ 500ml ە
  ントリー伊ྑ⾨門 500mlࢧ ە
  ントリーᗣ系カテキンᘧ 500mlࢧ ە
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⫫対策の特定保用㣗ရ㸦トク࣍）として、〇ရ

ストーリーをኚえた。伊⸨ᅬがᅽಽ的ඃを誇っ

ていたᕷ場にドラスティックなኚ化をもたらし

た。Fig.1 に見るように、⥳Ⲕ㣧料では全くの↓

ྡ業であったⰼ⋤は一㌍࣓ジャーのᆅを確

❧し業⏺をᖍᕳした。同〇ရはⰼ⋤ࣈランドを代

⾲するᏑᅾとなり、ᢏ⾡のキャッチアップやᶍೌ

で容᫆に他社〇ရと同㉁的になるものでないた

め、350ml で 189 という価᱁プレ࣑ア࣒は、そ

のᚋもᔂされていない。 

 

࠙ラࣈレ㸦カࠚ࣓ࢦ）  

ங㓟⳦㣧料では䬀かなᕷ場࢙ࢩアしかもたな

かったカ࣓ࢦによるၟရである。᪤Ꮡのங㓟⳦㣧

料࣓ーカーが文ᚊのࡈとくᏲり続けてきた動

≀⭠⟶内定╔ங㓟⳦による〇ရを᳜≀性ங㓟⳦

によるものに᭰えて、㦫異的なᕷ場࢙ࢩアを⋓得

した。Table 3 に見る様に、ラࣈレは㈍㛤始⩣

年には๓年ẚ 59.8%の上増をグ㘓し、それまで

⦰ᑠഴ向にあったங㓟㣧料のᕷ場をᣑ大するに

⮳る。一方、日⤒テレコ࣒ POSデータでは、2007 

年1᭶のங㓟⳦㣧料上高でラࣈレは29㸣の࢙ࢩ

アを⋓得している。 

 

Table 3 ラࣈレ上とங㓟⳦㣧料ᕷ場つᶍ 

 

 

 

 

 

࠙DAKARA㸦ࢧントリーࠚ）  

 2000 年よりࢧントリーから㈍㛤始されたΎ

ᾴ㣧料である。Ύᾴ㣧料業⏺は新つ参ධしてから

ᕷ場に定╔するのがᴟめてᅔ㞴とゝࢃれている

が、Fig.2に見る様に DAKARAは㏆年でもẚ㍑的大

きな࢙ࢩアを⋓得している。〇造ඖのࢧントリー

は DAKARAをス࣏ーࢶ㣧料と⛠したことは↓いが、

ᕷ場に出ᅇっているス࣏ーࢶ㣧料が͆྾͇を〇

ရ㛤発コンセプトにㅻっているのに対し、DAKARA

は TVCM に見る様に͆ἥ͇を〇ရ㛤発コンセプ

トの一部としてッồしている。このコンセプトに

よる新ᕷ場造で、᰿ᙉい࢙ࢩアを⋓得している。 

ントリーはࢧ  DAKARA の㛤発に㝿して、与えら

れたタၥに⟅える一⯡的な定㔞的消費者調査の

結果をい、定性的日グ調査の結果からス࣏ーࢶ

ドリンクがᐇ㝿にはス࣏ーࢶ時ではなく二日㓉

いや仕事の⑂労時に最も㣧まれることを見出し

〇ရ㛤発コンセプトづくりを行った。通ᖖ行ࢃれ

るᕷ場調査からは出現しなかった〇ရとゝえる。
[6] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Fig2ス࣏ーࢶ㣧料の㈍࢙ࢩア㸦2007年） 

㸦出ᡤ㸸ᡂ⇍からᐻ༨と向かうΎᾴ㣧料Ỉ 

ᕷ場の最新動向,2008） 

 

㸳.まとめ 

 

 ௨上の結果を㋃まえると、㏆年の日ᖖ生活ရの 

〇ရ㛤発コンセプトにおいても、「➇合的ᕷ場ᆅ 

」によって新〇ရ㛤発➇தのኻᩋとᡂຌは㐠

づけられている。つまりは、「〇ရ㛤発コンセプ

トにおけるイノ࣋ーࣙࢩンのኻᩋとᡂຌの法๎」

はᡂり❧つ。᪤Ꮡᕷ場の分析に㛗けているᕷ場ࢩ

➇アඃ業は、機能や性能のᘏ㛗による┤᥋࢙

合によって᪤Ꮡ〇ရを新〇ရで⨨するのが新

〇ရ上ᕷᡂຌの㘽となる。一方で、ᕷ場の新つ

参ධ業が新〇ရを上ᕷする場合は、〇ရのもつ

属性やストーリーをኚえることで᪤Ꮡ〇ရとの

間᥋➇合による新ᕷ場造がᡂຌの㘽となる。 

 ᕷ場の新つ参ධ業が᪤Ꮡ〇ရに対して間

᥋➇合するᡓ␎をとってきた場合、それまでの

⤌であるᕷ場࢙ࢩアඃ業は「られようとし

ているᕷ場性を↓どする」ために、ᢠを受ける

ことなく新ᕷ場の造をᡂし㐙ࡆることになる。 

 ⓶⫗にも、このᕷ場の新つ参ධ業によるᕷ

場ໃຊᅗのሬり᭰えは、࢙ࢩアඃ業の⨨かれ

た自らの࣏ジࣙࢩンからᚲ然的に㉳こると考え

られる。࢙ࢩアඃ業がᏑᅾするᕷ場はᡂ⇍ᮇ

にあり、その業には一⯡に安定した┈がもた

らされている。その様な環境の中で、࢙ࢩアඃ

業はᩒえて〇ရストーリーをኚえて、ᡈいは〇

ရの属性をኚ᭦するリスクをෑしてᑠさなᕷ場

を⋓りにいくことはしない。株主のㄝ明がᅔ㞴

な場合もある。これまでᡂຌをもたらしてきた᪤

Ꮡのタഛや⤌⧊のインࣇラが、その様なイノ࣋ー

ンの足ᯬになることもある。また、新ᕷ場をࣙࢩ

築くことは、᪤Ꮡ〇ရとのカࢽバリࢮーࣙࢩンを
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㉳こす場合もある。ఱとゝっても、安定的にᡂ㛗

してきた業のᚋのさらなるᡂ㛗をᨭえるに

は、目に見えないこれからられようとしている

ᕷ場ではవりに確かである。ᚲ然的に新〇ရ㛤

発コンセプトの方向性は、機能、性能のᘏ㛗によ

る᪤Ꮡ〇ရの⨨である。そして、࢙ࢩアඃ

業が住ࡳ分けている様なᕷ場では、㛗けた分析ຊ

でプロࢲクト・࣏ート࢛ࣇリ࣐・࢜ネジ࣓ント

㸦PPM）を㥑する結果、➇தは同㉁的となり大

きなኚ化は生じにくくなるとணされる。 

 ㏫に、ᕷ場の新つ参ධ業が࢙ࢩアඃ業

に対し┤᥋➇合にᡴって出た場合は、その新〇ရ

㛤発のᡂຌはᴟめて㞴しくなる。࢙ࢩアඃ業

には✚されたᕷ場データ、新〇ရ㛤発のための

タഛと⤌⧊、情報集ຊと分析ຊをもって対ᢠし

てくる。┤᥋➇合のためのルーチンワークがコン

タンスになっていることもീできる。㛤発〇ࣆ

ရの࣋ンチ࣐ーク分析は容᫆であり、研究㛤発費

も新つ参ධ業にẚて₶ἑである。ᕷ場の新

つ参ධ業が新〇ရ㛤発コンセプトでᕪ別化で

きない場合は、価᱁➇தの消⪖ᡓに持ࡕ㎸まれる。

結果、ᚑ来のᕷ場࢙ࢩアඃ業の新〇ရが᪤Ꮡ

〇ရを⨨することとなる。 

 それᨾ、ᕷ場の新つ参ධ業は〇ရの属性を

ኚえ、〇ရストーリーをኚ᭦することで新ᕷ場を

造し、₯ᅾ化している㢳ᐈࢽーࢬをᤊえるイノ

アඃ業が࢙ࢩンに機がある。ᕷ場ࣙࢩー࣋

分析重どᆺの同㉁的な➇தになるഴ向があるの

に対し、ᕷ場の新つ参ධ業の新ᕷ場造のた

めの間᥋➇合はᆒ一でண ᅔ㞴である。そして、

ᕷ場࢙ࢩアඃ業から見れࡤ、られようとし

ているᕷ場はࢽッチであるために、そのᕷ場性を

ྰ定する。その結果、新つ参ධ業の間᥋➇合に

よって新〇ရ㛤発がなされ、新しい㢳ᐈのࢽーࢬ

が㢧ᅾ化した時には、それまでのᕷ場࢙ࢩアඃ

業はᡂຌのㆶによってᩋᡓが㐠づけられ

る。┤᥋➇合による同㉁的な➇தはࢼンバーワン

をồめるが、間᥋➇合による新ᕷ場造から生ま

れる࢜ンリーワンはᣮもうとしているᕷ場の大

きさをၥ題としない。[3]࢜ンリーワンは、Ẽ

の日本の〇造業にࡧ活ຊを与える可能性を

⛎めている。 

 日本の〇造業において「コトづくり」の重要性

が論じられているが、新つ参ධ業にとって、こ

とさら「コトづくり」がイノ࣋ーࣙࢩンをᡂຌさ

せる〇ရ㛤発コンセプトのキーࣇクターとな

ろう。まさに、「業手ではない」㢳ᐈࢽーࢬ

の本㉁を✺いたࣘࢽークな⣽分化[5]がᚲ要となる。 

業⏺における࣏ジࢽࣙࢩングによって㐺した

〇ရ㛤発コンセプトはỴ定づけられ、ᕷ場の新

つ参ධ業にとっては〇ရ属性、〇ရストーリー

をኚえる間᥋➇合ᡓ␎が新〇ရ㛤発をᡂຌさせ

ることになる。᪤Ꮡの見えている㢳ᐈのࢽーࢬを

㏣うのではなく、ᕷ場・㢳ᐈ価್を新たに造す

る間᥋➇合がᕷ場の新つ参ධ業のᡂຌを㐠

づけることとなる。 

 

ὀ 

 

㸦*1）同書は消費と࣐ーケティングのᑓ門⣬「日 

⤒ MJ(日⤒流通新聞)」が、1971年より毎年一 

ୡを㢼㠂したࣄットၟရ␒をసᡂしまとめ 

たものである。㑅考基‽のヲ⣽は明らかにされ 

ていないが、͆ ⤒῭的ຠ果をᩘᏐでᢚえつつも、 

新〇ရだけでなく過ཤに発されて時を⤒て 

れ始めた場合も対象͇としている。 

㸦*2）2009年 1᭶௨㝆㈍ၟရ対象(J-marketing 

net) 

㸦*3）ᕷ場つᶍは 1 ᭶-12 ᭶ᮇ、上高は 3 ᭶-4

᭶ᮇ 

(*4)2008 年ᗘの上高に関しては、株主⥲会資

料ཬࡧ 2009年ᗘ᭷価ドๆ報告書より᥎計 
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